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令和3年
第３回定例会
会期22日間（9月1日～9月22日）

議案等17件を全会一致で可決

▼令和３年第３回定例会議決結果一覧

議案番号 議 案 表 題 等 内　　　　容 付託委員会 結　果

承認第4号
専決処分事項の承認を求めるこ
とについて（潮来市手数料徴収
条例の一部を改正する条例）

法律の一部改正に伴い、個人番号カード
の再交付手数料の規定を削るもの

総務建設
委員会

原案承認

承認第5号
専決処分事項の承認を求めるこ
とについて（令和３年度潮来市
一般会計補正予算（第5号）

予算総額138億8,691万8千円とするも
の（6,984万5千円追加）

教育福祉
経済委員会

原案承認

報告第8号
令和２年度潮来市健全化判断比
率の報告について

令和２年度一般会計の決算を基に健全化
判断比率を報告

― 報告

報告第9号
令和２年度潮来市資金不足比率
の報告について

令和２年度特別会計の決算を基に資金不
足比率を報告

― 報告

議案第38号
潮来市下水道事業減債基金条例
の制定について

企業債償還の財源を確保するとともに、
企業債の定期性な管理を行うため制定す
るもの

総務建設
委員会

原案可決

議案第39号
令和３年度潮来市一般会計補正
予算（第６号）

予算総額145億6,596万3千円とするも
の（6億7,904万5千円追加）

各所管
委員会

原案可決

議案第40号
令和３年度潮来市国民健康保険
特別会計補正予算（第１号）

予算総額32億4,736万円とするもの
（9,696万円追加）

教育福祉
経済委員会

原案可決

議案第41号
令和３年度潮来市介護保険特別
会計補正予算（第１号）

予算総額23億0,679万8千円とするもの
（8,889万8千円追加）

教育福祉
経済委員会

原案可決

議案第42号
令和3年度潮来市後期高齢者医
療特別会計補正予算（第1号）

予算総額3億5,948万円とするもの
（予算総額の変更無し）

教育福祉
経済委員会

原案可決

　令和３年第３回定例会が開催されました。
　市長から承認２件、報告２件、議案６件、認定４件、同意1件が提出されました。また、茨
城県教職員組合から議会へ請願１件、議員から発議１件が提出されました。
　市政一般についての質問は９人の議員が行いました。要約した内容を５～14ページに掲載
しています。
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議案番号 議 案 表 題 等 内　　　　容 付託委員会 結　果

議案第43号
令和３年度潮来市下水道事業会
計補正予算（第1号）

資本的収入の予算額を15億6,252万1千
円、資本的支出の予算額を17億1,815万
6千円とするもの（388万4千円追加）

総務建設
委員会

原案可決

認定第1号
令和２年度潮来市歳入歳出決算
認定について

令和2年度潮来市一般会計及び特別会計
歳入歳出決算書を議会の認定に付する

決算特別
委員会

原案可決

認定第2号
令和２年度潮来市水道事業会計
決算認定について

令和2年度潮来市水道事業会計決算書を
議会の認定に付する

決算特別
委員会

原案可決

認定第3号
令和2年度潮来市工業用水道事
業会計決算認定について

令和2年度潮来市工業用水道事業会計決
算書を議会の認定に付する

決算特別
委員会

原案可決

認定第4号
令和2年度潮来市下水道事業会
計決算認定について

令和2年度潮来市下水道事業会計決算書
を議会の認定に付する

決算特別
委員会

原案可決

請願第2号

教職員定数改善と義務教育費国
庫負担制度堅持のための政府予
算に係る意見書採択を求める請
願

地方自治法第99条の規定にもとづき国の
関係機関への意見書提出を請願する

教育福祉
経済委員会

原案可決

同意第3号
（追加議案）

潮来市教育委員会委員の任命に
つき同意を求めることについて

任期満了に伴い、委員の任命を行うた
め、議会の同意を求める

－ 同意

発議第４号
教職員定数改善及び義務教育費
国庫負担制度に係る意見書の提
出について

潮来市議会会議規則第14条第2項の規定
により提出する

－ 原案可決

※同意第3号は追加議案として、議会最終日（9月22日）に提出され、説明、質疑、採択されました。
※発議第4号は、請願第2号の採択後に提出され、説明、質疑、採択が行われ、原案可決となりました。

次
の
ペ
ー
ジ
は

議
案
質
疑
・
市
政
を
問
う

問　

本
条
例
３
条
に
「
基
金
に
属
す
る
現
金
は
金
融

機
関
へ
預
金
、
そ
の
他
最
も
確
実
か
つ
有
利
な
方
法

に
よ
り
保
管
」
と
あ
る
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な

保
管
方
法
か
？

答　

具
体
的
な
方
法
と
し
て
、
国
債
、
地
方
債
等
の

債
権
運
用
等
が
考
え
ら
れ
る
が
金
利
変
動
や
中
途
解

約
時
に
元
本
割
れ
等
の
リ
ス
ク
を
伴
う
こ
と
に
な
る

た
め
、
現
時
点
で
は
、
最
も
確
実
か
つ
有
利
な
方
法

と
し
て
、
預
金
に
よ
る
方
法
で
対
応
し
て
い
く
。

問　

条
例
の
制
定
は
３
月
・
６
月
議
会
に
ま
に
合
わ

な
か
っ
た
の
か
。
ま
た
、
９
月
議
会
へ
の
上
程
に
伴

う
改
修
事
業
の
遅
れ
等
の
影
響
は
？

（
例　

大
生
原
浄
化
セ
ン
タ
ー
改
修
事
業
）

答　

本
条
例
に
関
し
て
は
茨
城
県
鹿
行
農
林
事
務
所

と
の
協
議
に
時
間
を
要
し
た
た
め
本
議
会
へ
の
上
程

と
な
っ
た
。
ま
た
、
本
条
例
の
上
程
に
伴
う
大
生
原

浄
化
セ
ン
タ
ー
改
修
事
業
に
遅
れ
等
の
影
響
は
生
じ

て
い
な
い
。

問　

基
金
を
設
置
せ
ず
と
も
、
交
付
金
の
管
理
が
可

能
か
関
係
機
関
と
協
議
し
た
の
か
？

答　

基
金
設
置
の
有
無
を
含
め
、
茨
城
県
鹿
行
農
林

事
務
所
と
交
付
金
の
取
扱
い
に
つ
い
て
協
議
を
進

め
、
基
金
を
設
置
し
て
交
付
金
を
管
理
し
て
い
く
と

い
う
結
論
に
達
し
た
。

　

議
案
質
疑
（
９
月
10
日
）

議案
第38号

潮
来
市
下
水
道
事
業
減
債
基

金
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
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議
案
第
３
９
号

【
歳　

出
】

・
土
木
費　

道
路
橋
梁
費　

道
路
橋
梁
総
務
費

　

委
託
料

問　

３
９
４
万
１
千
円
増
の
理
由
は
？

答　

水
郷
潮
来
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
待
合
所
の
建
替
え

に
よ
る
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
施
設
整
備
に
伴

う
管
理
費
等
の
増
額
分
に
加
え
、
経
費
等
を
見
直
し
、

今
年
度
、
指
定
管
理
料
の
変
更
を
行
う
た
め
。

※ 

水
郷
潮
来
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
待
合
所
は
、
10
月
９
日

（
土
）
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

・ 

法
令
等
の
改
正
及
び
見
直
し
に
伴
う
例
規
整
備
支
援

業
務

問　

業
務
の
内
容
は
？

答　

地
方
公
務
員
の
定
年
延
長
に
伴
う
新
制
度
支
援
業

務
、
個
人
情
報
保
護
制
度
の
見
直
し
に
伴
う
例
規
整
備

支
援
業
務
、
行
政
手
続
等
に
お
け
る
書
面
規
則
、
押

印
、
対
面
規
制
の
見
直
し
支
援
業
務
の
３
点
と
な
る
。

問　

期
間
と
整
備
の
方
法
は
？

答　

期
間
は
、
本
案
が
議
決
し
た
後
か
ら
令
和
５
年
３

月
を
予
定
。
主
に
委
託
に
よ
り
整
備
を
行
い
、
職
員
は

そ
の
内
容
の
確
認
等
を
行
う
。

問　

全
て
の
法
令
等
の
見
直
し
、
例
規
整
備
を
行
う
の

か
？

答　

市
の
条
例
・
規
則
・
要
綱
の
関
連
す
る
も
の
の
洗

出
し
を
含
め
整
理
し
、
条
例
に
つ
い
て
は
、
議
案
提
出

を
し
て
い
く
。

・ 

水
郷
潮
来
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
駐
車
場
の
運
営
管
理
に

係
る
協
定

問　

令
和
２
年
度
・
令
和
３
年
度
の
指
定
管
理
料
は
い

く
ら
か
？

答　

株
式
会
社
い
た
こ
へ
委
託
し
て
い
る
指
定
管
理
料

は
、
令
和
２
年
度
と
令
和
３
年
度
は
９
７
２
万
４
千

円
。

問　

令
和
４
年
度
か
ら
指
定
管
理
料
は
、
い
く
ら
に
な

る
の
か
？

答　

令
和
４
年
度
か
ら
令
和
６
年
度
ま
で
の
指
定
管
理

料
は
、
年
間
１
，１
７
５
万
９
千
円
。
２
０
３
万
５
千

円
の
増
と
な
る
。

請
願
第
２
号

【
請
願
趣
旨
】（
概
要
）

　

子
ど
も
た
ち
の
ゆ
た
か
な
学
び
や
学
校
の
働
き
方
改

革
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
教
職
員
定
数
の
改
善
、
小

学
校
だ
け
で
な
く
、
中
学
校
・
高
等
学
校
の
３
５
人
学

級
の
早
期
実
施
や
３
０
人
学
級
の
実
現
が
不
可
欠
で
す
。

　

ま
た
、
国
の
施
策
と
し
て
、
定
数
改
善
に
向
け
た
財

源
保
障
を
し
、
子
ど
も
た
ち
が
全
国
ど
こ
に
住
ん
で
い

て
も
、
一
定
水
準
の
教
育
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
が
憲
法

上
の
要
請
で
す
。
ゆ
た
か
な
子
ど
も
の
学
び
を
保
障
す

る
た
め
の
条
件
整
備
は
不
可
欠
で
す
。

発
議
第
４
号

　

請
願
第
２
号
が
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
、
潮
来
市
議

会
と
し
て
発
議
を
提
出
し
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。

① 

中
学
校
・
高
等
学
校
で
の
35
人
学
級
を
早
急
に
実
施

す
る
こ
と
。
ま
た
、
さ
ら
な
る
少
人
数
学
級
に
つ
い

て
検
討
す
る
こ
と
。

② 

学
校
の
働
き
方
改
革
・
長
時
間
労
働
是
正
を
実
現
す

る
た
め
、
加
配
の
増
員
や
少
数
職
種
の
配
置
増
な
ど

教
職
員
定
数
改
善
を
推
進
す
る
こ
と
。

③ 

教
育
の
機
会
均
等
と
水
準
の
維
持
向
上
を
は
か
る
た

め
、
地
方
財
政
を
確
保
し
た
上
で
義
務
教
育
費
国
庫

負
担
制
度
を
堅
持
す
る
こ
と
。

　

こ
れ
ら
の
内
容
を
関
係
機
関
に
送
付
し
ま
し
た
。

議案
第39号

令
和
３
年
度
潮
来
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
６
号
）

請願
第２号

教
職
員
定
数
改
善
と
義
務
教
育
費
国
庫

負
担
制
度
堅
持
の
た
め
の
政
府
予
算
に

係
る
意
見
書
採
択
を
求
め
る
請
願

発議
第４号

教
職
員
定
数
改
善
及
び
義
務
教
育
費

国
庫
負
担
制
度
堅
持
に
係
る
意
見
書

の
提
出
に
つ
い
て
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次
の
ペ
ー
ジ
は

市
政
を
問
う 

一
般
質
問　

志
村　

一
議
員
・
沼
里
真
一
郎
議
員

10
ページ

次
の
ペ
ー
ジ
は

令
和
３
年
度　

予
算
に
つ
い
て

令
和
３
年

第
３
回

潮
来
市
議
会

定 
例 
会

市 政 を 問 う

飯
島　

康
弘

志 

村　

 
一

兼
平　

直
紀

沼
里　

真
一
郎

阿
部　

慶
介

田 

崎　

 

清

佐
々
木　

徹

平
田　

健
三

石
田　

裕
二

6
ページ

11
ページ

8
ページ

13
ページ

9
ページ

14
ページ

7
ページ

12
ページ

1　 通学路の安全対策について（ハード面）

2　 通学路の安全対策について（ソフト面）

1　 ゴミ集積所に出されるごみについて
2　 千葉県八街市の通学路での交通事故発生

を受け、文科省から出された「通学路に
おける合同点検の実施」依頼による潮来
市の取組みについて

3　 鹿行広域路線バスなど、令和４年度から
の次期計画となる「地域公共交通計画の
策定」について

1　 ワクチン接種の現状と今後の接種方針につ

いて

2　 潮来市の市内経済の状況と支援策について

3　 観光拠点としての新しい発想と取組みにつ

いて

1　 新型コロナ変異ウイルス対応と現状は。

ワクチン接種状況は。

2　 市内こども園幼児や学校での新型コロナ

変異ウイルス対応について

3　広域バスの状況について 

1　 給食をもっとおいしく！　学校給食につ
いて　

2　 交通事故減少のために市内の危険箇所に
信号機設置や対策が必要！

3　 日の出コミュニティー広場の維持管理に
ついて

1　 新型コロナウイルス感染症について

2　 茨城モデル水稲メガファーム事業について

1　はなももの郷について

2　通学路の安全対策について

1　 コロナ後の観光事業強化について

2　 防災・減災対策の強化について　　

3　 市役所の業務効率化について

1　 市民協働政策と地域コミュニティについ

て

2　 潮来市学校適正化実施計画と教育施設の

活用について

3　 日本一の水路のまち基本計画について

　今回の一般質問は、コロナ対策として質問時間を６０分から４５分に短縮
し、質問の大項目も３つまでに絞って行われました。
　議員の質問や市の答弁には、市政の課題がたくさん詰まっています。
どうぞご注目ください。※6ページから14ページまで発言順に掲載。質問は議員本人からの寄稿によるものです。

白抜きの数字は主な質問を要約して次頁から
掲載されたものです。それ以外の質問は紙面
の都合で掲載できませんでした。
　議員氏名隣のＱＲコードを読み取ると、映
像で視聴いただけますので、ぜひご覧ください。

次
の
ペ
ー
ジ
は

市
政
を
問
う 

一
般
質
問　

飯
島
康
弘
議
員
・
平
田
健
三
議
員
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て
い
る
。

問　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
分
散
登
校
を

行
っ
た
が
安
全
対
策
は
？

答　

教
育
部
長

　

地
区
ご
と
の
分
散
登
校
を
実
施

し
、
通
常
時
の
登
校
班
と
同
じ
よ
う

な
環
境
で
安
心
し
て
通
学
で
き
る
よ

う
対
応
し
た
。
ま
た
、
各
学
校
の
先

生
方
が
危
険
箇
所
等
を
し
っ
か
り
押

さ
え
、
立
哨
指
導
を
行
っ
た
。

問　

安
全
対
策
に
お
い
て
は
ハ
ー
ド

面
と
ソ
フ
ト
面
の
両
面
の
対
策
が
必

須
と
考
え
る
が
如
何
か
？

答　

市
長

　

ハ
ー
ド
面
は
危
険
箇
所
の
改
善
の

た
め
警
察
と
協
議
し
、
要
件
に
満
た

な
い
場
合
は
要
望
し
て
い
き
、
そ
れ

で
も
進
ま
な
い
の
で
あ
れ
ば
市
と
し

て
ど
う
対
応
で
き
る
か
検
討
し
、
実

行
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

ソ
フ
ト
面
は
先
生
方
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

方
々
、
安
全
協
会
の
方
々
等
、
多
く

の
地
域
の
方
々
と
連
携
し
、
年
間
を

通
し
て
の
交
通
事
故
防
止
の
啓
発
活

動
を
行
う
こ
と
が
必
要
と
考
え
て
い

る
。

望
活
動
を
行
い
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

安
全
を
確
保
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

問　

信
号
機
が
設
置
で
き
な
い
危
険

箇
所
に
、
歩
行
者
を
ラ
イ
ト
で
知
ら

せ
る
装
置
を
導
入
し
て
は
？

答　

総
務
部
長

　

茨
城
県
内
で
土
浦
市
と
小
美
玉
市

の
２
例
の
設
置
例
が
あ
り
、
こ
の
２

例
を
参
考
に
設
置
効
果
や
費
用
、
維

持
管
理
等
も
含
め
調
査
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ　

通
学
路
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

（
ソ
フ
ト
面
）

問　

交
通
安
全
に
対
す
る
意
識
、
心

が
け
が
重
要
。
行
政
と
し
て
の
指

導
、
対
策
は
？

答　

教
育
部
長

　

小
・
中
学
校
に
お
い
て
、
学
期
始

め
や
学
期
末
等
、
長
期
の
お
休
み
の

前
後
に
、
交
通
安
全
に
関
す
る
指

導
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
交
通

安
全
母
の
会
の
方
々
や
安
全
協
会
の

方
々
、
行
方
警
察
署
の
方
々
の
協
力

に
よ
る
交
通
安
全
教
室
等
を
実
施
し

問　

危
険
箇
所
の
把
握
、
点
検
を
ど

の
様
に
行
っ
て
い
る
の
か
？

答　

教
育
部
長

　

各
小
・
中
学
校
、
教
育
委
員
会

で
現
地
を
確
認
し
マ
ッ
プ
を
作
成
。

そ
れ
を
基
に
重
点
課
題
を
設
け
、
そ

の
後
、
関
係
機
関
と
合
同
点
検
を
行

い
、
対
応
が
必
要
な
危
険
箇
所
は
関

係
機
関
と
連
携
し
対
応
し
て
い
る
。

問　

市
民
か
ら
の
信
号
機
、
横
断
歩

道
の
設
置
等
の
要
望
に
対
す
る
取
り

組
み
は
？

答　

建
設
部
長

　

危
険
箇
所
の
対
策
と
し
て
、
短
期

的
、
長
期
的
に
対
策
を
行
っ
て
い

る
。
短
期
的
な
対
策
と
し
て
路
面
表

示
や
看
板
の
設
置
等
の
実
施
。
道
路

施
設
は
、
道
路
管
理
者
が
対
応
す
る

道
路
標
示
、
側
溝
の
蓋
が
け
等
を
実

施
し
て
い
る
。
長
期
的
な
対
策
は
、

市
内
で
進
め
て
い
る
道
路
事
業
を
勘

案
し
た
上
で
、
順
次
対
策
の
実
現
に

向
け
、
予
算
措
置
が
で
き
る
よ
う
検

討
し
て
い
る
。

問　

信
号
機
の
設
置
基
準
は
？

答　

総
務
部
長

　

信
号
機
の
新
設
は
、
公
安
委
員
会

の
決
定
が
必
要
で
あ
り
、
車
道
の
幅

員
や
安
全
の
確
保
、
交
通
量
等
の
必

要
条
件
が
あ
り
、
そ
の
上
で
信
号
設

置
が
事
故
防
止
と
し
て
有
効
で
あ
る

こ
と
や
人
身
事
故
が
過
去
１
年
間
に

２
回
以
上
発
生
し
た
場
所
な
ど
様
々

な
要
件
が
考
慮
さ
れ
る
。

再
問　

事
故
が
起
き
て
か
ら
で
な
い

と
動
か
な
い
の
か
？

答　

市
長

　

交
通
事
故
が
発
生
し
な
い
と
そ
こ

に
信
号
機
が
設
置
で
き
な
い
と
い
う

こ
と
は
、
市
と
し
て
一
切
考
え
て
い

な
い
。
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
信
号

機
設
置
の
要
望
に
対
し
、
警
察
に
要

質問者 　飯島 康弘

通
学
路
の
安
全
対
策
に

つ
い
て（
ハ
ー
ド
面
）

Q1

通
学
路
の
安
全
対
策
に

つ
い
て（
ソ
フ
ト
面
）

Q2
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ド
ゾ
ー
ン
）
は
、
市
内
で
74
箇
所
指

定
さ
れ
て
お
り
、
県
と
合
同
点
検
を

年
１
回
実
施
し
て
い
る
。
点
検
は
、

目
視
に
よ
り
地
形
等
の
変
状
や
対
策

箇
所
に
異
常
が
な
い
か
実
施
し
て
い

る
他
、
大
雨
や
台
風
等
が
発
生
し
た

時
に
も
、
そ
の
都
度
実
施
し
て
い

る
。

Ｑ　

市
役
所
の
業
務
効
率
化
の
構
築

を
！

問　

シ
ス
テ
ム
入
力
業
務
の
自
動
化

を
提
案
！

　

Ａ
Ｉ
に
よ
る
光
文
字
認
識
（
Ａ

Ｉ
―
Ｏ
Ｃ
Ｒ
）
と
シ
ス
テ
ム
入
力

作
業
の
自
動
化
（
Ｒ
Ｐ
Ａ
）
を
導
入

し
、
本
市
の
申
請
等
の
受
付
か
ら
処

理
ま
で
の
自
動
化
を

答　

総
務
部
参
事

　

国
の
実
証
実
験
と
し
て
地
方
自
治

体
の
一
部
で
導
入
さ
れ
て
い
る
。
今

後
、
先
進
事
例
が
示
さ
れ
て
い
く
の

で
、
そ
の
内
容
を
確
認
し
、
ど
の
様

な
業
務
が
有
効
で
あ
る
か
調
査
、
研

究
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ　

コ
ロ
ナ
後
の
観
光
事
業
支
援
強

化
を
図
れ
！

問　

あ
や
め
会
場
の
テ
ン
ト
常
設
化

を
提
案

答　

環
境
経
済
部
長

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
を
は
じ
め
、
水
郷
潮
来
あ
や
め
園

の
年
間
を
通
し
た
取
組
等
を
進
め
な

が
ら
、
市
民
の
憩
い
の
場
で
あ
る
公

園
と
し
て
の
位
置
付
け
を
踏
ま
え
、

あ
や
め
ま
つ
り
実
行
委
員
会
や
観
光

開
発
審
議
会
等
で
検
討
を
進
め
て
い

き
た
い
。

問　

入
舟
税
の
導
入
検
討
を
！

答　

環
境
経
済
部
長

　

平
成
30
年
２
月
16
日
付
で
提
出
さ

れ
た
、
潮
来
市
観
光
開
発
審
議
会
の

答
申
書
で
、
導
入
に
つ
い
て
の
検
討

事
項
は
多
岐
に
わ
た
り
、
相
当
の
時

間
を
要
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
進
め

方
も
慎
重
に
進
め
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
。
さ
ら
に
、
準
備
段
階
か
ら
の

行
政
コ
ス
ト
や
導
入
後
の
徴
税
コ
ス

ト
へ
の
留
意
も
必
要
で
あ
る
と
さ
れ

て
お
り
、
将
来
に
向
け
た
在
り
方
と

し
て
、
他
の
観
光
地
等
の
状
況
調
査

を
す
る
な
ど
、
さ
ら
に
研
究
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

答　

市
長

　

税
の
導
入
に
関
し
て
は
、
多
く
の

方
々
の
意
見
を
頂
き
、
納
得
の
い
く

形
で
の
課
税
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
た
め
、
時
間
が
か
か
る
と

考
え
て
い
る
。

　

あ
や
め
ま
つ
り
や
ろ
舟
、
色
々
な

観
光
施
設
の
整
備
に
市
税
を
使
用
し

て
お
り
、
今
後
は
道
の
駅
が
育
つ
こ

と
に
よ
っ
て
、
少
し
ず
つ
安
定
的
に

収
入
が
得
ら
れ
る
形
に
な
っ
て
く
る

と
考
え
て
い
る
。

Ｑ　

豪
雨
・
土
砂
災
害
防
止
の
取
組

み
強
化
を
！

問　

避
難
所
に
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ

の
設
置
を
提
案

答　

総
務
部
長

　

日
の
出
小
学
校
と
潮
来
小
学
校
に

４
基
ず
つ
平
成
25
年
に
設
置
し
て
い

る
。
今
後
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
他

の
避
難
所
で
あ
る
学
校
や
公
民
館
の

敷
地
内
等
に
設
置
で
き
る
か
調
査
、

研
究
し
て
い
き
た
い
。

問　

土
砂
災
害
警
戒
特
別
区
域

（
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
）
の
対
策
を
！

答　

建
設
部
長

　

土
砂
災
害
警
戒
特
別
区
域
（
レ
ッ

ド
ゾ
ー
ン
）
の
指
定
は
、
土
砂
災
害

防
止
法
に
基
づ
き
、
県
が
土
砂
災
害

発
生
の
お
そ
れ
の
あ
る
区
域
と
し
て

指
定
。
現
在
、
令
和
元
年
に
発
生
し

た
台
風
19
号
で
の
り
面
が
崩
壊
し
た

堀
之
内
の
被
災
箇
所
に
つ
い
て
、
新

た
な
区
域
指
を
行
う
た
め
調
査
し
て

い
る
。

　

土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
（
レ
ッ

質問者 　平田 健三

次
の
ペ
ー
ジ
は

市
政
を
問
う
一
般
質
問　

兼
平
直
紀
議
員
・
阿
部
慶
介
議
員

豪
雨
・
土
砂
災
害

防
止
の
取
組
み

強
化
を
！

Q2

市
役
所
の
業
務
効
率

化
の
構
築
を
！

Q3

コ
ロ
ナ
後
の
観
光

事
業
支
援
強
化
を

図
れ
！

Q1
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問　

昨
年
か
ら
現
在
、
今
後
の
潮
来

市
の
経
済
状
況
を
ど
の
よ
う
に
認
識

し
て
い
る
か
？

答　

環
境
経
済
部
長

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

の
長
期
化
に
伴
い
、
通
常
の
経
済
活

動
が
制
限
さ
れ
、
依
然
と
し
て
厳
し

い
状
況
下
に
置
か
れ
て
い
る
と
認
識

し
て
い
る
。

問　

本
年
度
の
経
済
対
策
の
実
施
予

定
が
な
い
。
緊
急
性
の
薄
い
事
業
の

先
送
り
、
予
備
費
、
財
政
調
整
基
金

等
を
利
用
し
て
で
も
、
行
う
べ
き
で

は
な
い
か
？

答　

市
長

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
が

長
期
化
し
て
お
り
、
大
規
模
な
経
済

支
援
や
経
済
活
性
化
策
を
打
た
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
時
期
に
き
て
い
る
。

財
政
調
整
基
金
等
を
投
入
す
る
の
で

あ
れ
ば
、
全
市
民
の
生
活
を
維
持
、

向
上
す
る
た
め
に
何
を
や
っ
て
い
く

か
、
議
員
の
皆
さ
ん
に
も
潮
来
市
の

財
政
状
況
を
踏
ま
え
た
上
で
何
が
で

き
る
か
検
討
し
て
も
ら
い
、
議
会
と

執
行
部
が
議
論
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　

現
在
、
国
か
ら
具
体
的
な
方
針
は

示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
３
回
目
の
接

種
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
に
備
え
、

情
報
収
集
に
努
め
、
接
種
体
制
の
準

備
が
で
き
る
よ
う
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

問　

感
染
症
患
者
へ
の
医
療
・
支
援

体
制
と
内
容
は
？

答　

市
民
福
祉
部
長

　

市
の
支
援
を
行
う
に
は
、
自
宅
療

養
者
の
情
報
等
が
必
要
と
考
え
る

が
、
支
援
に
つ
い
て
は
、
保
健
所
で

対
応
し
て
お
り
、
そ
の
内
容
は
個
人

情
報
の
関
係
で
情
報
開
示
さ
れ
て
い

な
い
。

　

そ
の
様
な
状
況
の
中
で
、
８
月
に

鹿
行
５
市
の
首
長
で
構
成
さ
れ
た
鹿

行
市
長
協
議
会
で
茨
城
県
知
事
に
緊

急
要
望
を
行
い
、
地
域
の
発
生
状
況

に
応
じ
た
情
報
共
有
と
適
正
な
協
議

の
場
の
設
置
、
感
染
者
が
安
心
し
て

療
養
生
活
が
送
る
こ
と
が
で
き
る
生

活
支
援
体
制
の
構
築
、
適
正
な
支
援

の
提
供
等
を
要
望
し
て
い
る
。

Ｑ　

長
期
化
す
る
コ
ロ
ナ
禍
で
の
市

民
景
気
喚
起
策
の
実
施
を
！
！

Ｑ　

石
の
藏
テ
ナ
ン
ト
が
決
ま
ら
な

い
の
が
最
大
の
問
題
！
早
急
に
解
決

し
、
津
軽
河
岸
跡
の
活
性
化
を
！

問　

年
度
末
に
指
定
管
理
契
約
が
満

了
。
継
続
・
募
集
の
方
針
は
？

答　

環
境
経
済
部
長

　

関
係
各
課
と
連
携
し
な
が
ら
、
観

光
拠
点
施
設
と
し
て
の
役
割
が
発
揮

で
き
る
よ
う
な
施
設
運
営
を
目
指
し

て
い
き
た
い
。

問　

募
集
・
管
理
・
運
営
の
所
管
が

分
か
れ
て
い
る
。
統
一
し
て
石
の
蔵

の
運
用
方
針
変
更
・
利
用
す
べ
き
！

答　

市
長

　

現
在
、
石
の
蔵
の
募
集
を
企
画
調

整
課
が
、
津
軽
河
岸
の
磯
山
邸
、
事

務
所
、
広
場
等
を
道
の
駅
が
管
理
し

て
い
る
。
本
年
度
で
指
定
管
理
の
期

間
は
終
了
す
る
の
で
、
来
年
新
た
に

指
定
管
理
を
募
集
す
る
際
に
は
、

し
っ
か
り
と
利
益
を
出
す
施
設
と
し

て
運
営
し
、
指
定
管
理
者
自
体
が
利

活
用
で
き
る
よ
う
整
え
て
、
石
の
蔵

を
含
め
一
括
で
管
理
し
て
い
く
形
を

考
え
て
い
る
。

Ｑ　

感
染
症
患
者
急
増
！
市
民
に
安

心
し
て
も
ら
う
た
め
に
ど
の
よ
う
な

治
療
・
支
援
を
受
け
て
い
る
の
か
情

報
開
示
を
！
！

問　

12
〜
15
歳
ま
で
の
接
種
に
関

し
、
配
慮
し
た
こ
と
は
？

答　

市
民
福
祉
部
長

　

日
本
小
児
学
会
や
文
科
省
、
茨
城

県
で
示
さ
れ
た
考
え
方
や
留
意
点
等

を
踏
ま
え
、
接
種
者
や
保
護
者
に
対

す
る
情
報
提
供
や
そ
の
方
法
、
ワ
ク

チ
ン
接
種
を
受
け
る
、
受
け
な
い
事

に
つ
い
て
差
別
や
い
じ
め
が
起
き
な

い
よ
う
理
解
を
求
め
る
こ
と
等
に
つ

い
て
考
慮
し
た
。

問　

３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
方

針
は
？

答　

市
民
福
祉
部
長

質問者 　兼平 直紀

感
染
症
患
者
急
増
！

市
民
に
安
心
し
て
も

ら
う
た
め
に
ど
の

よ
う
な
治
療
・
支
援

を
受
け
て
い
る
の
か

情
報
開
示
を
!!

Q1

長
期
化
す
る
コ
ロ
ナ

禍
で
の
市
民
景
気
喚

起
策
の
実
施
を
!!

Q2

石
の
藏
テ
ナ
ン
ト
が

決
ま
ら
な
い
の
が
最

大
の
問
題
！
早
急
に

解
決
し
、
津
軽
河
岸

跡
の
活
性
化
を
！

Q3
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Ｑ　

給
食
を
も
っ
と
お
い
し
く
！

問　

子
ど
も
た
ち
に
給
食
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
た
が
、
そ
の
結
果
は
？

答　

教
育
部
長

集
計
結
果
を
総
合
す
る
と
、
給
食
を

「
お
い
し
い
」
と
感
じ
る
回
答
が
９

割
を
超
え
、
味
つ
け
も
「
ち
ょ
う
ど

い
い
」
が
８
割
を
超
え
て
お
り
、
お

お
む
ね
好
評
を
得
て
い
る
と
考
え
て

い
る
。

問　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
受
け
て
、

ど
の
よ
う
に
給
食
に
反
映
す
る
の

か
？

答　

教
育
部
長

　

リ
ク
エ
ス
ト
給
食
や
食
育
等
の
取

組
み
を
検
討
中
で
あ
り
、
食
に
関
心

を
持
ち
、
児
童
・
生
徒
に
食
べ
て
も

ら
え
る
学
校
給
食
を
目
指
し
て
献
立

を
作
成
し
て
い
き
た
い
。

再
問　

リ
ク
エ
ス
ト
給
食
と
一
緒
に

流
行
の
デ
ザ
ー
ト
も
提
供
し
て
は
？

答　

教
育
部
長

　

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
様
々
な

リ
ク
エ
ス
ト
や
意
見
が
あ
っ
た
。
そ

う
よ
う
な
中
で
、
ど
う
い
っ
た
も
の

を
提
供
し
て
い
く
か
、
ア
ン
ケ
ー
ト

の
内
容
を
分
析
し
、
研
究
し
て
い
き

た
い
。

Ｑ　

交
通
事
故
減
少
の
た
め
に
危
険

箇
所
に
信
号
機
や
対
策
が
必
要
！

問　

セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
か
ら
来
た
日

の
出
内
周
道
路
の
交
差
点
は
事
故
が

度
々
起
き
て
い
る
。
過
去
の
事
故
回

数
は
？

答　

総
務
部
長

問　

以
前
に
関
係
者
の
方
々
と
一
緒

に
現
場
を
確
認
し
、
危
な
い
と
再
認

識
し
た
。
そ
の
後
、
市
で
で
き
る
対

策
は
し
て
頂
い
て
い
る
が
、
そ
の
後

も
ぶ
つ
か
っ
た
車
が
子
供
た
ち
の
登

校
班
の
集
合
場
所
に
突
っ
込
ん
だ
事

故
も
起
き
て
い
る
。
そ
の
時
は
大
事

に
は
至
ら
な
か
っ
た
が
、
警
察
と
信

号
機
設
置
の
協
議
は
再
開
さ
れ
な
い

の
か
？

答　

総
務
部
長

　

令
和
元
年
に
カ
ラ
ー
舗
装
を
行

い
、
そ
の
頃
か
ら
事
故
は
減
少
傾
向

に
あ
る
の
で
、
一
定
の
効
果
は
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
、
今
後
の

事
故
状
況
や
信
号
機
設
置
が
難
し
い

中
、
市
と
し
て
何
か
で
き
る
対
策
は

な
い
か
、
こ
れ
か
ら
も
努
め
て
い
き

た
い
。

答　

市
長

　

今
後
、
要
望
内
容
を
検
討
し
、
で

き
る
だ
け
早
く
信
号
機
の
設
置
に
つ

い
て
要
望
し
て
い
き
た
い
。

※
定
例
会
終
了
後
、
９
月
29
日
付
で

行
方
警
察
署
に
信
号
機
の
設
置
に

つ
い
て
要
望
書
を
提
出
し
て
頂
き

ま
し
た
。

問　

市
内
の
通
学
路
や
市
道
等
の
危

険
箇
所
を
今
後
ど
の
よ
う
に
改
善
し

て
い
く
か
？

答　

教
育
部
長

　

引
続
き
、
各
小
中
学
校
で
通
学
路

の
危
険
箇
所
の
確
認
や
通
学
路
安

全
推
進
会
議
の
開
催
、
合
同
点
検
等

の
適
宜
実
施
や
各
関
係
機
関
に
対
応

を
お
願
い
す
る
要
望
を
し
、
今
後
も

危
険
箇
所
の
解
消
に
努
め
て
い
き
た

い
。

問　

通
学
路
安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は

対
策
完
了
後
、
子
供
た
ち
に
ア
ン

質問者 　阿部 慶介

次
の
ペ
ー
ジ
は

市
政
を
問
う
一
般
質
問　

佐
々
木
徹
議
員
・
志
村　

一
議
員

ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
結
果
を
踏
ま
え

て
対
策
内
容
を
改
善
す
る
と
あ
る
。

意
見
は
反
映
さ
れ
て
い
る
か
？

答　

教
育
部
長

　

児
童
・
生
徒
に
危
険
箇
所
の
調
査

を
行
い
、
そ
れ
を
基
に
学
校
、
保
護

者
等
の
方
々
か
ら
情
報
を
頂
き
、
報

告
と
い
う
形
で
反
映
し
て
い
る
。
ま

た
、
危
険
箇
所
の
対
策
を
実
施
し
た

後
、
児
童
・
生
徒
等
に
通
学
路
の
状

況
確
認
を
行
っ
て
い
る
。

Ｑ　

日
の
出
コ
ニ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場
の

維
持
管
理
は
？

問　

今
後
の
維
持
管
理
費
を
市
で
も

少
し
負
担
出
来
な
い
か
？

答　

教
育
部
長

　

台
風
、
暴
風
雨
等
で
大
き
な
被
害

を
受
け
た
場
合
に
は
、
市
が
修
繕
費

を
負
担
し
て
お
り
、
小
規
模
の
修
繕

の
場
合
に
は
、
原
材
料
を
提
供
し
て

い
る
。
ま
た
、
日
頃
の
除
草
作
業
の

刈
草
の
処
分
も
市
で
対
応
し
て
い

る
。

問　

今
後
の
対
応
や
活
用
方
法
を
日

の
出
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場
維
持
管
理

協
議
会
の
方
々
と
関
係
者
の
皆
様
で

意
見
交
換
で
き
る
場
を
設
け
て
い
た

だ
き
た
い

答　

教
育
部
長

　

今
後
、
日
の
出
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広

場
維
持
管
理
協
議
会
の
方
々
と
意
見

交
換
す
る
場
を
設
け
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

交
通
事
故
減
少
の
た
め

に
危
険
箇
所
に
信
号
機

や
対
策
が
必
要
！

Q2

給
食
を
も
っ
と

お
い
し
く
！

Q1

日
の
出
コ
ニ
ュ
ニ
テ
ィ

広
場
の
維
持
管
理
は
？

Q3

行方警察署に確認
（平成24年～令和２年）
事故 発生年 件数
人身事故 平成28年 １件

物件事故
（車両同士の
事故や自爆
事故等）

平成25年 １件
平成27年 ２件
平成28年 ２件
平成29年 １件
平成30年 ３件
令和元年 １件
令和２年 １件
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Ｑ
２
市
内
の
通
学
路
は
子
ど
も
達
を

守
れ
る
か

　

子
ど
も
達
は
交
通
ル
ー
ル
を
守

る
。
こ
こ
を
通
り
な
さ
い
と
言
え
ば

遠
回
り
で
も
指
定
し
た
場
所
を
通

る
。
通
学
路
は
当
然
、
私
た
ち
大
人

が
指
定
す
る
わ
け
で
、
そ
こ
は
安
全

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
未
対
策
な

箇
所
は
様
々
な
理
由
が
あ
る
が
、
今

回
も
私
た
ち
議
員
の
多
く
が
こ
の
通

学
路
に
つ
い
て
問
う
て
い
る
。
市
民

の
皆
さ
ん
、
市
職
員
の
皆
さ
ん
、
関

係
機
関
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
私
た
ち

議
員
が
一
体
と
な
っ
て
声
を
今
ま
で

以
上
に
子
ど
も
達
の
安
心
・
安
全
な

生
活
を
守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

問　

平
成
26
年
度
以
降
、
市
内
の
通

学
路
で
対
策
が
必
要
と
判
断
し
た
箇

所
数
及
び
そ
の
未
対
策
箇
所
は
？

答　

教
育
部
長

　

毎
年
10
月
に
通
学
路
安
全
推
進
会

議
を
開
催
し
、
翌
年
３
月
に
取
組
状

況
調
査
の
報
告
を
行
っ
て
い
る
。
平

成
26
年
度
か
ら
令
和
２
年
度
ま
で
の

踏
ま
え
、
今
後
、
植
替
え
の
方
法
に

つ
い
て
現
存
す
る
も
の
と
併
せ
て
引

続
き
樹
木
医
へ
相
談
し
な
が
ら
管
理

し
て
い
く
。

問　

当
時
の
オ
ー
ナ
ー
に
今
後
ど
の

よ
う
に
し
た
ら
よ
い
か
発
信
し
て
は

ど
う
か
？

答　

建
設
部
長

　

今
後
、
オ
ー
ナ
ー
へ
の
情
報
提
供

等
に
つ
い
て
は
、
議
員
の
意
見
を
踏

ま
え
、
対
応
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　

花
桃
が
植
え
て
あ
っ
た
場
所
に

ワ
イ
ル
ド
フ
ラ
ワ
ー
を
植
え
る
計
画

が
あ
る
が
、
花
桃
は
駄
目
だ
っ
た
か

ら
、
今
度
は
ワ
イ
ル
ド
フ
ラ
ワ
ー
に

し
よ
う
と
オ
ー
ナ
ー
に
説
明
で
き
る

の
か
？

答　

市
長

　

植
え
る
場
所
は
、
花
桃
を
何
度
植

え
て
も
育
た
な
い
場
所
の
た
め
、
こ

こ
数
年
は
植
替
え
を
し
て
い
な
い
。

日
本
一
の
水
路
の
ま
ち
で
利
活
用
を

検
討
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
当
時
、

植
栽
し
た
方
々
へ
通
知
、
文
書
等
で

報
告
さ
せ
て
頂
き
た
い
。

合
計
は
、
要
望
件
数
60
件
、
対
策
済

件
数
47
件
、
未
対
策
件
数
13
件
と

な
っ
て
い
る
。

問　

未
対
策
の
理
由
は
？

答　

教
育
部
長

　

信
号
機
や
横
断
歩
道
の
設
置
等
の

要
望
が
あ
る
が
、
設
置
基
準
に
満
た

な
い
こ
と
等
か
ら
未
対
策
と
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
対
策
を
実
施
す
る
主

体
が
違
っ
て
い
る
等
が
理
由
と
し
て

あ
げ
ら
れ
る
。

問　

延
方
小
・
大
生
原
小
の
合
併
に

よ
り
、
新
た
に
バ
ス
停
が
設
定
さ
れ

た
が
、
そ
の
安
全
対
策
と
取
組
は
？

答　

教
育
部
長

　

大
生
原
郵
便
局
前
の
横
断
歩
道
の

設
置
要
望
に
つ
い
て
は
、
行
方
警
察

署
及
び
潮
来
土
木
事
務
所
と
協
議

し
、
設
置
の
準
備
が
進
ん
で
い
る
。

そ
の
他
の
箇
所
に
つ
い
て
も
、
関
係

機
関
に
要
望
書
を
提
出
し
、
何
と
か

対
策
を
し
て
も
ら
う
よ
う
取
組
ん
で

い
る
。

Ｑ　
「
は
な
も
も
の
郷
」
前
川
運
動

公
園
の
い
ま

問　

７
年
前
に
オ
ー
ナ
ー
制
（
参

加
費
１
，０
０
０
円
）
で
植
樹
し
た

３
３
０
本
の
花
桃
。
現
在
の
生
育
状

況
は
？

答　

建
設
部
長

　

今
年
５
月
に
調
査
し
た
結
果
、
現

存
す
る
花
桃
は
１
９
７
本
。

問　

今
年
度
中
に
照
明
付
き
人
工
芝

サ
ッ
カ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
等
、
ハ
ー
ド

面
の
整
備
が
進
む
が
、
取
り
残
さ
れ

た
感
の
あ
る
花
桃
の
管
理
を
ど
う
し

て
い
く
の
か
？

答　

建
設
部
長

　

樹
木
医
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
生

育
環
境
が
あ
っ
て
い
な
い
場
所
が
あ

る
と
意
見
が
あ
っ
た
。
そ
の
意
見
を

質問者 　佐々木 徹

「
は
な
も
も
の
郷
」

前
川
公
園
の
い
ま

Q1

市
内
の
通
学
路
は
子

ど
も
達
を
守
れ
る
か

Q2
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Ｑ　

ご
み
集
積
所
に
出
さ
れ
る
ご
み

に
つ
い
て

問　

ご
み
集
積
所
へ
出
さ
れ
る
ご
み

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
課
題
が
あ

る
の
か
？

答　

環
境
経
済
部
長

　

市
内
の
ご
み
集
積
所
は
、
利
用
者

の
方
々
に
維
持
管
理
を
し
て
頂
い
て

い
る
。
し
か
し
、
ル
ー
ル
を
守
ら
な

い
方
が
一
部
お
り
、
そ
の
方
の
出
さ

れ
る
ご
み
の
分
別
や
出
し
方
等
が
課

題
と
な
っ
て
い
る
。

問　

ご
み
出
し
の
ル
ー
ル
を
守
っ
て

頂
く
た
め
の
具
体
的
な
取
組
は
？

答　

環
境
経
済
部
長

　

ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
の
徹
底
を
促
す

た
め
、
市
広
報
誌
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
を
活
用
し
た
啓
発
活
動
に
努
め
て

い
る
。
ま
た
、
集
積
所
へ
正
し
い
ご

み
の
出
し
方
が
で
き
て
い
な
い
ゴ
ミ

袋
等
は
違
反
シ
ー
ル
を
貼
り
、
分
別

の
指
導
や
や
り
直
し
を
し
て
頂
い
て

い
る
。

問　

本
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
「
高
齢

者
ご
み
出
し
支
援
業
務
」
の
現
状
と

課
題
は
？

答　

環
境
経
済
部
長

現
在
の
利
用
者
は
８
名
と
な
っ
て
い

る
。
課
題
は
、
事
業
の
対
象
と
な
る

方
が
必
要
と
す
る
時
に
利
用
で
き
る

よ
う
、
制
度
の
内
容
に
つ
い
て
周
知

徹
底
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

Ｑ　

千
葉
県
八
街
市
の
通
学
路
で
の

事
故
を
受
け
、
文
科
省
か
ら
出
さ
れ

た
「
通
学
路
合
同
点
検
実
施
」
依
頼

に
よ
る
潮
来
市
の
取
組
に
つ
い
て

問　

現
在
、
学
校
や
保
護
者
、
地
域

住
民
か
ら
主
に
ど
の
よ
う
な
通
学
路

の
改
善
要
請
が
あ
る
の
か
？

答　

教
育
部
長

　

危
険
箇
所
と
し
て
、
見
通
し
の
悪

さ
、
幅
員
、
側
溝
等
の
道
路
関
係
や

信
号
の
設
置
、
水
路
等
の
合
計
35
箇

所
の
改
善
要
請
が
あ
っ
た
。

問　

今
回
の
通
学
路
に
お
け
る
合
同

点
検
の
実
施
計
画
の
内
容
は
？

答　

教
育
部
長

　

対
策
箇
所
の
と
り
ま
と
め
、
合
同

点
検
の
日
程
調
整
等
を
９
月
30
日

ま
で
に
、
合
同
点
検
の
実
施
と
そ
の

報
告
、
対
策
状
況
を
10
月
29
日
ま
で

に
、
そ
し
て
、
12
月
24
日
ま
で
に
対

策
状
況
の
進
捗
を
報
告
す
る
。

問　

通
学
路
に
お
け
る
合
同
点
検
の

内
容
と
そ
の
実
施
方
法
は
？

答　

教
育
部
長

　

各
小
学
校
か
ら
危
険
箇
所
等
を
取

り
ま
と
め
、
教
育
委
員
会
へ
報
告
。

教
育
委
員
会
は
関
係
機
関
の
方
々
と

現
地
で
の
合
同
点
検
を
実
施
す
る
。

Ｑ　

鹿
行
広
域
路
線
バ
ス
な
ど
、
令

和
４
年
度
か
ら
の
次
期
計
画
と
な
る

「
地
域
公
共
交
通
計
画
策
定
」
に
つ

い
て

問　

現
在
の
鹿
行
広
域
路
線
バ
ス
運

行
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
課
題
が

あ
る
の
か
？

答　

総
務
部
長

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
も

あ
り
、
利
用
者
の
減
少
が
見
ら
れ

た
。
特
に
鹿
行
北
浦
ラ
イ
ン
は
、
利

用
が
低
迷
し
、
多
く
の
方
に
公
共
交

通
を
利
用
し
て
も
ら
う
取
組
み
が
課

題
と
考
え
て
い
る
。

再
問　

バ
ス
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し

て
、
市
民
か
ら
の
具
体
的
な
要
望
の

内
容
は
？

答　

総
務
部
長

　

バ
ス
が
な
け
れ
ば
、
移
動
を
諦
め

る
方
が
４
割
、
送
迎
の
方
が
４
割
の

た
め
、
バ
ス
が
な
く
な
る
と
、
社
会

参
加
の
減
少
、
家
族
等
の
負
担
増
と

な
る
。
ま
た
、
交
通
弱
者
の
現
状
と

し
て
、
７
割
弱
が
自
動
車
で
送
迎
、

２
割
強
が
移
動
手
段
に
不
便
を
感
じ

て
い
る
。

問　
「
地
域
公
共
交
通
計
画
の
策

定
」
に
あ
た
り
鹿
行
広
域
路
線
バ
ス

の
利
便
性
の
向
上
を
図
る
と
あ
る

が
、
具
体
的
な
方
策
案
は
？

答　

総
務
部
長

　

路
線
バ
ス
利
用
者
を
対
象
に
調
査

を
実
施
。
利
用
促
進
策
、
利
便
性

向
上
策
と
し
て
、
個
人
別
時
刻
表
や

バ
ス
マ
ッ
プ
等
の
情
報
改
善
、
回
数

券
、
乗
継
割
引
等
の
運
賃
改
善
、
バ

ス
停
環
境
の
改
善
、
商
業
施
設
の
割

引
や
ク
ー
ポ
ン
付
き
乗
車
券
の
販
売

等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
今
後
、
議
論
を

踏
ま
え
つ
つ
、
路
線
の
再
編
等
も
含

め
、
計
画
の
中
に
盛
り
込
ん
で
い
き

た
い
。

問　

次
期
計
画
と
な
る
「
地
域
公
共

交
通
計
画
の
策
定
」
の
進
捗
状
況
と

そ
の
内
容
は
？

答　

総
務
部
長

　

広
域
路
線
バ
ス
の
利
用
状
況
及
び

高
齢
者
タ
ク
シ
ー
利
用
料
金
助
成
事

業
の
分
析
を
行
っ
て
お
り
、
12
月
ま

で
に
地
域
公
共
交
通
の
素
案
を
ま
と

め
、
令
和
３
年
度
中
に
次
期
計
画
の

策
定
を
進
め
て
い
き
た
い
。

ご
み
集
積
所
に
出
さ

れ
る
ご
み
に
つ
い
て

Q1

次
の
ペ
ー
ジ
は

市
政
を
問
う
一
般
質
問　

石
田
裕
二
議
員
・
沼
里
真
一
郎
議
員

質問者 　志村　一

千
葉
県
八
街
市
の
通
学

路
で
の
事
故
を
受
け
、

文
科
省
か
ら
出
さ
れ
た

「
通
学
路
合
同
点
検
実

施
」
依
頼
に
よ
る
潮
来

市
の
取
組
に
つ
い
て

Q2

鹿
行
広
域
路
線
バ
ス
な

ど
、
令
和
４
年
度
か
ら

の
次
期
計
画
と
な
る

「
地
域
公
共
交
通
計
画

策
定
」
に
つ
い
て

Q3
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答　

教
育
長

　

こ
の
状
況
の
中
で
、
一
番
心
配
し

て
い
た
の
は
、
子
ど
も
た
ち
が
Ｉ
Ｃ

Ｔ
機
器
を
十
分
に
活
用
で
き
る
か

だ
っ
た
が
、
学
校
の
現
状
を
視
察
に

行
く
と
子
ど
も
た
ち
は
１
人
で
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
使
い
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
繋

げ
る
こ
と
が
で
き
、
朝
の
会
を
担
任

の
先
生
と
一
緒
に
進
め
、
授
業
で
は

タ
ブ
レ
ッ
ト
で
記
録
を
取
る
こ
と
も

で
き
て
い
た
。

　

今
後
も
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
状

況
を
把
握
し
、
課
題
が
出
た
場
合
に

は
、
指
導
主
事
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
指
導
員
の

派
遣
等
を
行
い
、
子
ど
も
た
ち
が
コ

ロ
ナ
禍
で
の
学
習
に
滞
り
が
な
い
よ

う
に
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

Ｑ　
「
日
本
一
の
水
路
の
ま
ち
」
基

本
計
画
の
進
捗
状
況
は

問　

計
画
の
策
定
体
制
は
？

答　

総
務
部
長

　

日
本
一
の
水
路
の
ま
ち
基
本
計
画

策
定
協
議
会
及
び
日
本
一
の
水
路
の

ま
ち
基
本
計
画
策
定
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
設
置
。
協
議
会
は
14
名
の

委
員
で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
は

９
名
の
職
員
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

再
問　

市
民
参
画
、
市
民
を
巻
き
込

ん
だ
取
組
み
は
？

た
島
崎
城
跡
を
守
る
会
の
皆
さ
ん
の

様
な
団
体
が
、
地
域
の
活
性
化
に
つ

な
が
る
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
専

属
の
担
当
を
置
く
の
も
一
つ
の
方
法

で
あ
り
、
各
地
区
の
区
長
の
皆
さ
ん

に
地
域
振
興
協
力
を
求
め
る
の
は
限

界
に
き
て
い
る
。

　

お
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
等
を
実
施
す

る
の
が
難
し
い
中
で
、
新
た
な
楽
し

み
や
目
的
、
生
活
に
関
す
る
こ
と
を

皆
さ
ん
で
助
け
合
い
、
考
え
、
リ
ー

ダ
ー
を
育
て
て
い
く
と
い
う
事
も
重

要
な
要
素
で
あ
り
、
市
と
し
て
来
期

に
向
け
、
ど
う
い
う
組
織
体
制
が
い

い
の
か
考
え
て
い
き
た
い
。

Ｑ　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
Ｉ

Ｃ
Ｔ
環
境
の
取
組
み
は
！

問　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に

よ
っ
て
整
備
さ
れ
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
実
施
状
況
は
？

答　

教
育
部
長

　

児
童
・
生
徒
が
登
校
で
き
な
い
事

態
に
備
え
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
持
帰
り

を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
モ
バ
イ
ル

ル
ー
タ
ー
の
貸
出
し
を
行
い
、
児

童
・
生
徒
と
学
級
活
動
や
授
業
等
を

実
施
で
き
る
状
況
に
あ
る
。

問　

コ
ロ
ナ
禍
で
教
育
環
境
が
大
き

く
変
化
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
の
学

習
環
境
は
？

答　

市
長

　

計
画
に
携
わ
る
方
の
中
に
は
、
地

域
の
方
々
に
も
参
画
し
て
頂
い
て
い

る
が
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
方
々
に

説
明
し
、
様
々
な
意
見
を
出
し
て
頂

き
な
が
ら
、
進
め
て
行
く
こ
と
が
、

日
本
一
の
水
路
に
も
つ
な
が
り
、
ま

た
、
市
民
協
働
に
も
つ
な
が
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
み
ん
な

で
日
本
一
の
水
路
の
ま
ち
を
作
っ
て

い
く
ん
だ
と
い
う
意
識
を
持
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
進
め
て
い
き
た
い
。

問　

南
幹
線
用
水
路
の
改
修
、
整
備

予
定
は
？

答　

総
務
部
長

　

策
定
中
だ
が
、
用
水
路
と
し
て
管

理
し
、
将
来
河
川
化
を
視
野
に
置
い

た
取
組
み
を
検
討
し
て
い
る
。
整
備

予
定
と
し
て
船
着
き
場
の
整
理
、
休

憩
施
設
や
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
整

備
、
ワ
イ
ル
ド
フ
ラ
ワ
ー
の
植
栽
等

も
検
討
し
て
い
る
。

再
問　

経
常
的
な
管
理
経
費
が
で
き

る
限
り
か
か
ら
な
い
計
画
。
長
期
的

な
見
通
し
を
持
っ
て
、
水
の
流
れ
や

自
然
環
境
が
蘇
る
。
そ
の
よ
う
な
計

画
を
望
む
が
見
解
は
？

答　

総
務
部
長

　

現
在
、
計
画
を
策
定
中
で
あ
る
の

で
、
議
員
か
ら
の
意
見
等
も
委
員

会
、
ワ
ー
キ
ン
グ
で
研
究
し
て
い
き

た
い
。

問　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
地
域
の
行

事
や
集
い
が
中
止
、
延
期
、
縮
小
さ

れ
て
い
る
。
今
後
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
振
興
は
？

答　

総
務
部
長

　

区
長
会
の
皆
さ
ん
を
始
め
、
企
業

や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
多
様
な
組
織
と
の
新

た
な
連
携
に
よ
る
取
組
み
や
研
究

等
、
引
続
き
方
法
を
探
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

問　

政
策
を
事
業
化
、
実
施
す
る
う

え
で
、
市
民
協
働
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

振
興
を
展
開
す
る
担
当
部
署
が
必
要

と
思
う
が
見
解
は
？

答　

市
長

　

市
民
協
働
に
関
し
て
は
、
市
民
の

皆
さ
ん
に
も
参
画
し
て
も
ら
い
、
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
な
い
と
い
け
な
い

と
痛
感
し
て
い
る
。
見
本
と
し
て
、

自
ら
環
境
整
備
を
し
た
い
と
始
ま
っ

質問者 　石田 裕二

市
民
協
働
政
策
と
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振

興
へ
の
取
組
み
は
！

Q1

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

構
想
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境

の
取
組
み
は
！

Q2

「
日
本
一
の
水
路
の

ま
ち
」
基
本
計
画
の

進
捗
状
況
は

Q3
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問　

ス
テ
ー
ジ
４
に
達
し
た
後
、
早

く
市
民
へ
呼
び
か
け
る
べ
き
で
は
？

答　

市
民
福
祉
部
長

　

ス
テ
ー
ジ
４
相
当
に
な
っ
た
こ
と

で
、
感
染
注
意
を
呼
び
か
け
る
の
で

は
な
く
、
市
内
の
感
染
者
情
報
が
県

か
ら
発
表
さ
れ
る
ご
と
に
発
信
し
、

そ
の
際
に
感
染
予
防
対
策
の
徹
底
を

呼
び
か
け
て
い
る
。
ま
た
、
緊
急
事

態
宣
言
や
非
常
事
態
宣
言
等
が
発
令

さ
れ
る
ご
と
に
注
意
喚
起
を
行
っ
て

い
る
。

問　

入
院
で
き
な
い
自
宅
療
養
者
問

題
や
救
急
困
難
状
態
等
が
あ
る
が
、

市
の
認
識
は
？

答　

市
民
福
祉
部
長

　

８
月
26
日
時
点
で
、
新
規
感
染
者

数
の
増
加
に
よ
り
、
県
全
体
で
医
療

体
制
が
逼
迫
し
て
い
る
状
況
に
あ

り
、
鹿
行
地
区
は
医
療
体
制
が
脆
弱

な
た
め
、
更
に
逼
迫
し
て
い
る
と
認

識
し
て
い
た
。
し
か
し
、
緊
急
事
態

宣
言
の
発
令
や
県
の
医
療
体
制
強
化

等
の
取
組
み
に
よ
り
改
善
さ
れ
て
き

て
い
る
。

問　

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
副
反
応
の
把

握
例
と
そ
の
数
は
？

答　

市
民
福
祉
部
長

　

８
月
31
日
現
在
で
83
件
。
接
種
の

緊
張
か
ら
く
る
血
圧
上
昇
や
接
種
後

の
し
び
れ
、
眩
暈
等
を
訴
え
る
方
が

多
か
っ
た
が
、
経
過
観
察
で
軽
快
さ

れ
て
お
り
、
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
を

起
こ
し
た
事
例
は
な
い
。

問　

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
接
種
状
況
や

終
了
時
期
は
？

答　

市
民
福
祉
部
長

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
対
象
者
約
２
万

５
，５
０
０
人
の
内
、
８
月
31
日
現

在
の
予
約
者
は
約
２
万
４
４
０
人
で

予
約
率
約
80
％
。
１
回
目
接
種
済
の

方
は
約
１
万
８
９
０
人
で
接
種
率
約

74
％
。
２
回
目
接
種
済
み
の
方
は
約

１
万
５
９
０
人
で
接
種
率
約
60
％
。

ま
た
、
接
種
対
象
者
の
方
８
割
以
上

の
接
種
完
了
を
目
標
と
し
、
個
別
接

種
を
含
め
11
月
ま
で
に
接
種
完
了
を

見
込
ん
で
い
る
。

問　

民
生
委
員
か
ら
独
り
暮
ら
し
高

齢
者
等
へ
電
話
確
認
を

答　

市
民
福
祉
部
長

　

訪
問
時
間
の
短
縮
、
電
話
連
絡
に

よ
る
安
否
確
認
等
、
感
染
予
防
に
十

分
注
意
し
な
が
ら
活
動
し
て
頂
い
て

い
る
。
引
続
き
、
民
生
委
員
児
童
委

員
と
連
携
し
な
が
ら
、
地
域
福
祉
の

推
進
に
努
め
て
い
き
た
い
。

問　

マ
ス
ク
等
ご
み
の
出
し
方
の
周

知
の
呼
び
か
け
を

答　

環
境
経
済
部
長

　

環
境
省
か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
等
の
感
染
予
防
対
策
と
し
て
、

ご
み
箱
に
ご
み
袋
を
か
ぶ
せ
、
い
っ

ぱ
い
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。
ご

み
に
直
接
触
れ
な
い
よ
う
、
し
っ
か

り
縛
る
等
の
指
導
が
さ
れ
て
い
る
。

引
続
き
、
市
の
広
報
誌
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
を
利
用
し
、
周
知
し
て
い

き
た
い
。

Q

　

学
校
・
子
供
の
変
異
コ
ロ
ナ
対

応問　

こ
ど
も
園
幼
児
に
も
マ
ス
ク
着

用
の
呼
び
か
け
を

答　

市
民
福
祉
部
長

　

厚
生
労
働
省
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
Ｑ
＆
Ａ
に
、
子
ど
も
の

発
達
状
況
を
踏
ま
え
、
一
律
に
マ
ス

ク
を
着
用
す
る
こ
と
は
求
め
ら
れ
て

い
な
い
と
あ
り
、
特
に
、
２
歳
未
満

の
子
ど
も
は
、
体
調
不
良
を
訴
え
る

こ
と
や
窒
息
、
熱
中
症
等
の
リ
ス
ク

が
高
ま
る
た
め
推
奨
さ
れ
て
い
な

い
。
ま
た
、
２
歳
以
上
で
あ
っ
て
も

持
続
的
な
着
用
が
難
し
い
場
合
は
、

無
理
し
て
着
用
す
る
必
要
は
な
い
と

さ
れ
て
い
る
。

　

各
こ
ど
も
園
で
は
、
感
染
防
止
の

た
め
手
洗
い
う
が
い
、
換
気
や
消
毒

を
こ
ま
め
に
し
て
お
り
、
今
後
も
情

報
の
共
有
を
行
い
、
感
染
防
止
に
努

め
て
い
き
た
い
。

Q

　

広
域
バ
ス
の
状
況

問　

広
域
バ
ス
の
乗
車
状
況
や
収
支

は
？

答　

総
務
部
長

次
の
ペ
ー
ジ
は

市
政
を
問
う
一
般
質
問　

田
崎　

清
議
員
・
委
員
会
審
査

質問者 　沼里 真一郎

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
に
つ
い
て

Q1

学
校
・
子
供
の
変
異

コ
ロ
ナ
対
応

Q2

広
域
バ
ス
の
状
況

Q3
　

な
お
、
鹿
行
北
浦
ラ
イ
ン
、
神
宮

あ
や
め
白
帆
ラ
イ
ン
に
対
し
特
別
交

付
税
措
置
が
あ
り
、
両
ラ
イ
ン
の
令

和
２
年
度
潮
来
市
単
独
費
相
当
額
は

４
３
７
万
９
，０
０
０
円
。

利用状況 鹿行北浦ライン 神宮あやめ白帆ライン

令和２年度 年間利用者 7,157人 2万6,888人
1便あたりの利用者  1.63人  　 4.60人

令和３年度
（７月まで）

年間利用者 － －
1便あたりの利用者  2.09人  　 5.30人

収　支（令和２年度） 鹿行北浦ライン 神宮あやめ白帆ライン
運　行　経　費 2,919万8,119円 4,894万8,639円
運　賃　収　入 141万8,900円 644万6,050円
国 庫 補 助 金 917万5,000円 1,503万5,000円
市　補　助　金 1,860万3,000円 2,746万6,000円

※ 市補助金は鹿行北浦ラインは潮来市・行方市から、神宮あやめ白帆ラインは
潮来市・鹿嶋市・行方市からの補助
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農
地
の
集
積
・
集
約
を
行
い
、
よ

り
一
層
の
効
率
化
に
よ
る
コ
ス
ト
削

減
と
対
象
と
な
る
担
い
手
を
明
確
に

し
、
農
地
の
集
積
・
集
約
を
効
率
的

に
行
う
と
と
も
に
、
地
域
の
幅
広
い

関
係
者
が
一
体
と
な
っ
て
関
連
す
る

事
業
、
施
策
を
集
中
的
に
展
開
し
、

将
来
の
大
規
模
農
業
者
の
経
営
基
盤

の
強
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

問　

集
約
面
積
の
目
標
１
０
０
ha
に

対
し
21
ha
達
成
（
達
成
率
21
％
）。

今
後
の
事
業
展
開
は
？

答　

環
境
経
済
部
長

　

要
綱
に
基
づ
き
、
年
度
ご
と
に
茨

城
県
に
到
達
状
況
を
基
に
し
た
改
善

計
画
を
示
し
、
協
議
の
下
に
次
年
度

へ
事
業
着
手
と
い
う
形
で
進
ん
で
い

る
。

問　

集
積
・
集
約
に
つ
い
て
貸
し
は

が
し
が
発
生
し
て
い
る
。
そ
う
い
っ

た
事
案
が
出
て
い
る
こ
と
は
承
知
し

て
い
る
か
？

※
「
貸
し
は
が
し
」
…
田
ん
ぼ
を
委

託
し
て
い
た
農
家
が
農
地
の
返
却

を
迫
る
こ
と

答　

環
境
経
済
部
長

　

色
々
と
ご
意
見
を
頂
い
て
い
る
中

で
、
農
家
の
方
々
の
申
し
出
の
も
と

進
め
て
お
り
、
無
理
な
取
扱
い
に
よ

答　

環
境
経
済
部
長

　

集
約
面
積
は
、
令
和
元
年
度
末
で

３
．
８
ha
、
以
降
累
計
で
令
和
２
年

度
末
が
１
７
．
４
ha
、
令
和
３
年
８

月
時
点
で
21
ha
。

　

総
事
業
費
は
、
令
和
元
年
度
の
支

出
は
無
く
、
令
和
２
年
度
は
１
，２

５
３
万
６
，０
０
０
円
。
令
和
３
年

度
は
予
算
額
と
し
て
１
，６
０
０
万

円
。

　

経
費
は
、
農
地
利
用
指
導
員
３
名

分
の
人
件
費
及
び
事
務
経
費
と
し

て
、
令
和
元
年
度
は
６
３
６
万
７

３
８
円
、
令
和
２
年
度
が
７
４
２
万

５
，５
５
８
円
、
令
和
３
年
度
は
予

算
額
と
し
て
８
２
５
万
２
，０
０
０

円
。

問　

事
業
実
施
者
の
遵
守
す
べ
き
義

務
は
？

答　

環
境
経
済
部
長

　

貸
手
、
大
規
模
水
稲
経
営
体
、
茨

城
県
農
地
中
間
管
理
機
構
に
よ
り
、

賃
借
期
間
、
賃
料
、
支
払
方
法
、
支

払
時
期
等
が
農
地
利
用
集
積
計
画
に

明
記
さ
れ
る
の
で
、
当
該
計
画
に
従

い
営
農
を
行
う
こ
と
。

問　

今
後
の
大
規
模
米
作
り
の
方
向

性
は
？

答　

環
境
経
済
部
長

る
も
の
で
は
な
い
と
認
識
し
て
い

る
。
そ
の
一
方
で
、
も
う
少
し
慎
重

に
色
々
と
聞
い
て
お
け
ば
と
い
う
意

見
も
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

今
後
の
事
業
に
あ
た
り
、
更
な
る

慎
重
性
が
求
め
ら
れ
る
と
認
識
し

て
お
り
、
十
分
注
意
を
払
い
、
そ

う
い
っ
た
事
が
起
き
な
い
よ
う
、

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
等
を
用
い
て
事
業

を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

問　

米
作
り
は
基
幹
産
業
の
た
め
農

政
課
が
必
要
と
前
々
か
ら
言
っ
て
お

り
、
今
年
か
ら
農
政
課
が
で
き
た
。

今
後
の
メ
ガ
フ
ァ
ー
ム
事
業
の
た

め
、
適
切
な
指
導
が
必
要
と
な
っ
て

く
る
と
思
わ
れ
る
。
以
前
、
圃
場
の

状
況
が
悪
い
と
指
摘
が
あ
り
、
そ
れ

が
メ
ガ
フ
ァ
ー
ム
の
農
地
だ
っ
た
。

そ
の
後
の
対
応
は
？

答　

環
境
経
済
部
長

　

８
月
上
旬
に
管
理
が
悪
い
と
指
摘

を
受
け
た
。
こ
ち
ら
に
つ
い
て
は
、

農
政
課
や
関
係
機
関
等
、
経
営
体
の

事
業
者
、
本
人
も
交
え
て
現
地
調
査

や
聞
取
り
を
実
施
。
指
導
や
助
言
を

さ
せ
て
頂
い
た
。
今
後
も
必
要
な
時

や
場
面
が
あ
っ
た
ら
対
応
し
て
い
き

た
い
。

【
茨
城
モ
デ
ル
水
稲
メ
ガ
フ
ァ
ー
ム

事
業
と
は
】

　

茨
城
県
の
事
業
で
、
農
業
の
成
長

産
業
化
を
目
指
し
、
１
０
０
ha
超
規

模
の
大
規
模
水
稲
経
営
体
を
短
期
間

で
育
成
す
る
取
組
み
。
農
地
の
集

積
・
集
約
化
に
よ
り
、
水
稲
農
家
や

法
人
の
農
地
を
３
年
後
に
１
０
０
ha

に
集
積
・
集
約
を
目
標
と
し
、
潮
来

市
で
も
平
成
30
年
度
（
３
年
前
）
か

ら
取
組
ん
で
お
り
、
今
年
が
最
後
の

年
と
な
り
ま
す
。

問　

本
事
業
の
集
約
面
積
と
総
事
業

費
は
？

質問者 　田崎　清

茨
城
モ
デ
ル
水
稲
メ

ガ
フ
ァ
ー
ム
事
業
に

つ
い
て　

―
大
井
川

知
事
肝
入
り
の
「
茨

城
発
儲
か
る
農
業
」

の
政
策
に
つ
い
て
―

Q
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委 員 会 審 査
教育福祉経済委員会

（９月１４日）
総務建設委員会
（９月１３日）

　付託された承認１件、議案４件、請願１件の
案件を審査しました。

　付託された承認１件、議案２件の案件を審査
しました。

【主な質疑】　議案第３９号　
令和３年度潮来市一般会計補正予算
 （第６号）〔所管科目〕

教育費　公民館費
問　補正予算の内容は？
答　 津知公民館の施設改修工事のための補正

児童福祉総務費　
問　対象と使い道は？
答　 私立の４学童クラブへそれぞれ、４０万円ずつ
補助。マスク等の消耗品及び備品の購入代の予
定。

　付託された全ての案件は、全会一致で原案のとお
り可決するべきと決定しました。

【主な質疑】　議案第３９号　
令和３年度潮来市一般会計補正予算
 （第６号）〔所管科目〕
道路橋梁費　水郷潮来バスターミナル指定管理料
問　 人件費ということだが、施設に常駐されるの
か？

答　 午前７時～午後４時の間、２人の方が交代で常
駐される。

問　スケジュールは。管理料は日割りか？
答　 １０月中に完成予定のため、１０月中の管理料
は、その都度、調整しながら契約を進める。

　付託された全ての案件は、全会一致で原案のとお
り可決するべきと決定しました。

委員会での結果を
議会最終日に各委員長が報告しました。

▼
▼

▼
▼

次
の
ペ
ー
ジ
は

令
和
２
年
度 

決
算
報
告

水郷潮来バスターミナル（新待合所）水郷潮来バスターミナル（新待合所）



令和３年11月　潮来市議会だより 184 号 16

令和２年度の決算を認定しました

一般会計 　 　 187億0,555万円

用語の解説
▶ 市　税…皆さんに収めてい
ただく税金（市民税・固定
資産税・軽自動車税など）
▶ 地方交付税…市の財政力に
応じて、国からもらえる自
由に使えるお金
▶ 市　債…国や銀行等から借
りるお金
▶ 国・県支出金…特定の決め
られた事業に対して国や県
からもらえるお金
▶ 繰入金…積立金（基金）か
らの取り崩し、他会計から
繰入れたお金
▶ 繰越金…前年度の余剰金が
繰越されたお金

一般会計 　 　 168億7,916万円
用語の解説
▶ 議会費…議会運営
▶ 民生費…児童・高齢者福祉な
ど
▶ 総務費…企画委託・広報・選
挙・システム維持など
▶ 土木費…インフラ整備など
▶ 衛生費…保健・ごみなどの公
衆衛生
▶ 教育費…小中学校・生涯学習
など
▶ 公債費…借入金の返済
▶ 消防費…消防団や消防施設な
ど
▶ 商工費…商工業発展や観光事
業など
▶農林水産業費…産業振興など

自主
財源依存

財源

市　税
31億5,388万円
（17%）

繰越金
8億9,761万円
（5%）

使用料・手数料・
寄付金など
6億1,746万円
（3%）地方交付税

37億7,040万円
（20%）

国・県支出金
64億1,353万円
（34%）

利子割交付金など
8億9,045万円
（5%）

自主
財源依存

財源

市　債
11億4,173万円
（6%）

繰入金
18億2,049万円
（10%）

民生費
43億1,334万円
（26%）

衛生費
15億3,075万円
（9%）

農林水産業費
4億2,447万円
（2%）

商工費
3億4,266万円
（2%）

土木費
17億9,066万円
（11%）

消防費
6億1,250万円
（4%）

教育費
13億5,179万円
（8%）

公債費
15億0,039万円
（9%）

議会費
1億2,535万円
（1%）

災害復旧費
8,158万円
（0%）

総務費
48億0,567万円
（28%）

歳入

歳出
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　◀次のページで質疑の内容を紹介しています。

次
の
ペ
ー
ジ
は

決
算
特
別
委
員
会

■決算のあらまし
　一般会計と特別会計を合わせた決算総額は、歳入約243億3,499万円、歳出約223億2,606
万円、歳入歳出差引額は20億0,893万円でした。
　前年度に比べて、歳入は17.9％増加、歳出は14.0％増加しました。歳入歳出差引額から翌年
度に繰り越す財源を控除した実質収支は、約11億4,481万円の黒字となっています。

■財政健全化判断比率
　地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づ
き、潮来市の健全化判断比率を毎年公表しています。
　潮来市は、国の基準である早期健全化基準を下
回っている状況です。

▶ 実質赤字比率…一般会計等に生
じている赤字の大きさを、市の
財政規模に対する割合で示した
もの
▶ 連結実質赤字比率…全会計の赤
字・黒字を合算し、市全体とし
ての赤字の程度を示すもの
▶ 実質公債費比率…市の借入金返
済額等の大きさを示したもの
▶ 将来負担比率…市の借入金や将
来支払いが見込まれる負債分を
示したもの

指　標　名 潮来市の比率 早期健全化基準
（国の基準）

実質赤字比率 赤字なし  13.8%
連結実質赤字比率 赤字なし  18.8%
実質公債費比率  9.7%  25.0%
将来負担比率 66.2% 350.0%

▶会計別決算額（表示は全て1万円未満四捨五入）
【特別会計】

区　分 歳　入 歳　出
国民健康保険 30億2,426万円 29億2,730万円
介護保険 22億6,253万円 21億8,032万円

後期高齢者医療  3億4,263万円  3億3,926万円
※ 今年度から下水道事業と農業集落排水事業は企業会計へ移行
されました。

【企業会計】
▶水道事業会計
収益 収入　 7億3,554万円 支出　 6億4,173万円
資本 収入　 2億1,900万円 支出　 2億9,389万円

▶工業用水道事業会計
収益 収入　　  1,668万円 支出　　  1,364万円
 ※資本的支出　105万円
▶下水道事業会計
収益 収入　12億5,863万円 支出　11億7,545万円
資本 収入　11億2,431万円 支出　12億6,308万円
※農業集落排水事業も含まれています

用語の解説

　監査委員の意見書や、決算
の詳しい内容は潮来市ホーム
ページをご覧ください！
　また、広報紙10月号にも決
算が掲載されています。

▶
広
報
い
た
こ

潮来市HP▶

▼
▼
▼
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決 算 特 別 委 員 会
　９月１６日に決算特別委員会が開催されました。
　本委員会に付託された議案４件（Ｐ３参照）を総務、建設、教育委員会、市民福祉、
環境経済の部門ごとに審査しました。
　多方面にわたる質疑があり、その内容の一部を紹介します。

総 　 務 　 部

建 　 設 　 部

・舟運運営業務委託
・船着き場整備工事　・船舶購入費
問　事業の内容は？
答　 前川、南幹線用水路での舟運調査を
行い、現在、舟運運航については、
㈱いたこで行っている。

　　 船着き場整備工事は仮桟橋を３箇所
に設置。

・都市公園整備事業
問　整備内容は？
答　 基本的に公園の遊具を撤去した場所
に設置。日の出の第３児童公園、第
６児童公園に滑り台等の遊具を設
置。

・高速バス通勤助成金
・高速バス等通学助成金
問　予算に対し、実績が少ない要因は？
答　 テレワークやオンライン授業等で通
勤者・通学者が減少したため。

・通学路対策工事
問　主な工事内容は？
答　 昨年、完成した島須地区から堀之内
地区の道路工事費用。
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次
の
ペ
ー
ジ
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
特
別
委
員
会
・
令
和
3
年
第
２
回
臨
時
会

教 育 委 員 会

市 民 福 祉 部

環 境 経 済 部

・スポットクーラー（中学校費）
問　台数は足りているのか？
答　 スポットクーラー６台、大型冷風機
５台、ポータブルクーラー１２台を
購入。対応はできている。また、小
学校も同様に整備している。

・健康増進費
問　市の健康診断の実施状況は？
答　 夏の健康診断は中止したが、その
後、予約制にし、新型コロナウイル
ス対策を徹底し健康診断を行った。

・地産地消販売促進強化事業補助金
問　事業の内容は？
答　 フォーの冷凍麺化やまこもの粉を入
れたまこもフォー等様々な開発を進
めている。

・学習支援事業
問　今年度の状況は？
答　 感染拡大市町村に指定されたことで
開始が遅れ、また、２学期は緊急事
態宣言が発令されたので、１０月か
ら再開予定。

・高齢者タクシー支援事業
問　不用額が生じた理由は？
答　 コロナ禍の影響により外出自粛と
なったことが要因と考えている。

・道の駅維持管理負担金
問　不用額の内容は？
答　 新型コロナウイルスの影響で来客者
数等の減少に伴い、光熱費が減少し
たため。
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『新型コロナウイルス感染症対策特別委員会』
　第１１回開催【９月１５日】

　執行部から、①令和３年度新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金（事業支援分）（以
下、「臨時交付金」）②経済団体からの聞き取り状況について説明を受けました。

　第１２回開催【９月２１日】

　　主な内容
　　　①なぜ、市の財政調整基金を使わなければならないのか？　
　　　②今回、提案された内容でどのくらいの方が支援されるのか？　
　　　③対象事業を絞って給付した方がいいのでは？　　　　　　　　　　　　
　　　等々　多くの意見が各委員から出されたました。

①令和３年度新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金（事業支援分）
　緊急事態宣言やまん延防止等重点措置により、経済活動への影響が全国的に生じているため、その
影響を受けている事業者に対し、地域の実情に応じて、支援ができるよう、追加交付されました。

　対象事業・新型コロナウイルス感染症により経済活動に影響を受ける事業者への支援

②市内経済団体からの聞き取りの状況
　　○臨時交付金に関する意見として．．．　　　　
　　　・一部の業種だけでなく、全業種への交付金の給付を
　　　・新型コロナウイルス感染症対策に取組んでいる事業主へ支援を
　　　・業務転換等を考えている事業者への支援を
　　　・ワクチン接種やPCR検査の証明による経済活動の再開への支援を

　第１３回開催【９月２２日】

　　これまでの経過を踏まえ、以下の事業(案)となりました。

令和３年度新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金（事業者支援分）案
　○ 潮来市事業所感染拡大防止対策継続給付金及び経営アドバイザリー事業及び
　　交通事業者継続支援事業
　　内　容・ 事業所の新型コロナウイルス感染症予防対策のため、物品消耗品購入等のための給付金

を支給
　　　　　・市内事業者の経営に関する悩みの解決に向け、各種専門相談員による相談会を実施
　　　　　・交通事業者への支援

　○事業者支援事業
　　内　容・ 休業要請に応じた指定管理者への協力金として、茨城県非常事態宣言に伴う休館、国の

緊急事態宣言に伴う時間短縮営業に対する協力金を交付

　　



令和３年11月　潮来市議会だより 184 号21

次
の
ペ
ー
ジ
は

議
会
研
修
報
告
・
そ
の
他
の
議
員
活
動 ・

令
和
３
年
度
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応

　

地
方
創
生
臨
時
交
付
金

問　

こ
れ
ま
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
は
、
精
査
し
反
映
さ
れ
て
い
る

の
か
？

答　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨

時
交
付
金
は
、
第
１
次
、
第
２
次
、
第
3
回
、
そ
し
て

令
和
3
年
度
の
臨
時
交
付
金
と
事
業
者
支
援
分
と
し
て

交
付
さ
れ
て
い
る
。
第
１
次
と
第
２
次
、
第
3
回
の
交

付
金
は
令
和
2
年
度
で
一
旦
精
査
し
て
お
り
、
そ
の
繰

越
部
分
に
つ
い
て
は
、
令
和
3
年
度
に
精
査
を
予
定
し

て
い
る
。

【
歳　

出
】

令
和
３
年
度
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
事
業

　

こ
ち
ら
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
特
別
委
員
会
で
も
事
前
に
協
議
さ
れ
て

い
ま
す
。（
Ｐ
２
０
）

　

国
か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
費

補
助
金
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創

生
臨
時
交
付
金
が
あ
り
ま
し
た
。

【
歳　
　

入
】

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
補
助
金

問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
し

て
、
今
後
の
予
定
は
？

答　

10
月
上
旬
で
第
１
回
目
の
受
付
け
は
ほ
ぼ
終
わ
る

予
定
。
し
か
し
、
期
間
内
に
接
種
で
き
な
い
方
や
10
月

以
降
に
満
12
歳
に
な
る
等
の
方
も
い
る
の
で
、
10
月
以

降
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
希
望
さ
れ

る
人
数
は
小
規
模
に
な
っ
て
く
る
と
考
え
、
あ
る
程
度

日
に
ち
を
限
定
す
る
等
の
形
で
実
施
を
検
討
し
て
い

る
。

令和3年
第２回臨時会
会期１日間（9月28日）
議案を全会一致で可決

　令和３年第２回臨時会が開催され、市長から議案１件が提出されました。

▼令和３年第２回臨時会議決結果一覧
議案番号 議 案 表 題 等 内　　　　容 付託委員会 結　果

議案第４４号
令和３年度潮来市一般会計補正
予算（第7号）について

予算総額146億3,659万8千円とするも
の（7,063万5千円追加）

－ 原案可決

　
　
　

議 　

案 　

質 　

疑　
（ 

９ 

月 

28 

日
）

議案
第44号

令
和
３
年
度
潮
来
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
７
号
）
に
つ
い
て

議
案
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
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議 会 研 修 報 告

コロナなんかに負けないぞ！！　～延方小学校　運動会開催～

　議員の全体研修会が開催されました。
　研修会に参加した議員の中から、代表する所見を紹介します。

実施日　１０月１２日（火）
テーマ　議員の在り方、責務、議会活動の留意点
講　師　元全国都道府県議会議長会事務局次長　内田　一夫　氏

　研修を受けて．．．

　講師に元全国都道府県議会議長会事務局次長　内田　一夫　氏をお招きして「議員の在り
方、責務、議会活動の留意点」についての研修です。二院代表制における議会の役割、住民の
負託を受けての責務と住民福祉向上に寄与するための議会活動を事例とともに分かり易くご教
授をいただきました。議会は言論の府として、自由に発言する原則の中であっても、分かり易
く的を得た質問に心すべきこと。自分の質問に終わるのではなく他者にも耳を傾け合議体の構
成員として議員間での議論・討議を尽くすことが求められています。
　今のコロナ禍の中において、議会の一番の仕事は住民の不安や生活の状態をひとり一人の議
員が丁寧に情報を集め、その情報を議員間で議論し、解決に向けた政策提言等を示すことが大
きな役割であると考えます。それが二元代表制の本旨であり、そのような活動によって市民に
信頼され、期待を持たれるチーム潮来市議会を目指したいと思います。

延方小学校と大生原小学校が合併して、初めての運動会が１０月３０日に開催されました。
みなさん元気に力強く、コロナウイルスを吹き飛ばす勢いで頑張りました。
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次
の
ペ
ー
ジ
は

編
集
後
記
・
お
知
ら
せ

その他の議員活動

ゲートパークに花を植えました
　ゲートパーク（東関東道ＩＣ入口付近）に
ノースポールを植えました。冬に咲く予定です。

▼
９
月

１
日　

令
和
３
年
第
３
回
定
例
会　

開
会

７
日　
　

〃　

一
般
通
告
質
問
（
５
人
）

８
日　
　

〃　

一
般
通
告
質
問
（
４
人
）

10
日　
　

〃　

議
案
質
疑
・
委
員
会
付
託

　
　
　

全
員
協
議
会

13
日　

総
務
建
設
委
員
会　

関
係
議
員

14
日　

教
育
福
祉
経
済
委
員
会　

関
係
議
員

15
日　

第
11
回
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
特
別
委
員
会

16
日　

決
算
特
別
委
員
会　

21
日　

第
12
回
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
特
別
委
員
会

22
日　

令
和
３
年
第
３
回
定
例
会　

閉
会

　
　
　

第
13
回
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
特
別
委
員
会

28
日　

令
和
３
年
第
２
回
臨
時
会

▼
７
月

７
日　

県
東
市
議
会
議
長
会

定
例
会

　

議
長

20
日　

第
10
回
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
特
別

委
員
会

▼
８
月

18
日　

議
会
運
営
委
員
会

　

関
係
議
員

19
日　

総
務
建
設
委
員
会
協
議
会

　
　

関
係
議
員

20
日　

教
育
福
祉
経
済
委
員
会

協
議
会
　
　

関
係
議
員

24
日　

全
員
協
議
会

25
日　

議
会
運
営
委
員
会

　

関
係
議
員

き

議
会
の
動
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平
田
健
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副
委
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阿
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慶
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今
泉
利
拓

　
　
　
　
　

石
田
裕
二

　
　
　
　
　

志
村　

一

　
　
　
　
　

佐
々
木
徹

編
集
後
記

次の
定例会は

11月30日火
開会予定

　市議会では、市民のみなさんの生活に
直結した重要な問題が審議されています。
　議員の活動状況や市政の内容を知る
ためにも、ぜひ議会の傍聴にお越しく
ださい。

　

議
会
だ
よ
り
「
み
ら
い
」
を
ご
愛
読
い

た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で
今
年

も
多
く
の
行
事
・
イ
ベ
ン
ト
等
が
中
止
、

縮
小
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
で
新
し
い
生
活

様
式
の
も
と
、
希
望
と
活
力
の
あ
る
潮
来

市
を
共
に
築
い
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

　

引
続
き
、
市
民
の
皆
様
に
、
読
み
や
す

く
、
親
し
み
や
す
い
議
会
だ
よ
り
を
お
届

け
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

広
報
編
集
委
員
長　

平
田　

健
三

動画サイトQRコード

動画でみる！

市 議 会

　スマートフォンやタ
ブレットでもご視聴い
ただけます。ぜひご利
用ください。

　１０月３０日、晴天のもと開催されました。

　延方小学校と大生原小学校が合併して初めての運動会です。

先生方や保護者の皆さんの協力のもと、子どもたちは、練習の

成果を十分に発揮し、素晴らしい運動会となりました。

　Ｐ２２でも運動会の様子を紹介していますので、ご覧くださ

い。

延方小学校　運動会開催！！表紙の説明

議会だよりについて
　議会だよりは、定例会ごと（6月、

9月、12月、3月）に年4回発行して

います。発行時期は、定例会終了後の

約1か月後です。

　各区で配布されたり、市内のコンビ

ニや公共施設（図書館や公民館）にも

置いてありますのでご覧ください。


